藤原基経の政治姿勢 by 山本 昌治
79 
 
 
 
藤
原
基
経
の
政
治
姿
勢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
本 
昌
治 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
 
私
は
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
『
前
期
摂
関
政
治
の
様
相
』
を
上
梓
し
て
以
来
、
藤
原
氏
の
政
治
姿
勢
に
関
心
を
持
っ
て
き
た
。
何
し
ろ
、
始
祖
中
臣
鎌
足
以
来
、
我
が
国
の
政
治
の
中
心
に
、
藤
原
時
代
と
い
わ
れ
る
一
時
代
を
築
い
た
歴
史
的
事
実
を
み
て
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
権
力
を
維
持
で
き
た
背
景
は
何
で
あ
っ
た
か
、
等
々
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
。 
 
奇
し
く
も
、
近
年
、
関
裕
二
氏
の
『
藤
原
氏
の
正
体
』(
新
潮
文
庫) 
に
接
し
て
、
私
の
も
や
も
や
し
た
も
の
が
少
し
晴
れ
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
た
が
、
私
の
研
究
対
象
と
し
て
い
る
人
物
は
、
主
に
平
安
時
代
の
前
期
摂
関
期
に
登
場
し
た
人
物
で
、
中
で
も
藤
原
基
経
に
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
そ
の
基
経
が
、
関
氏
の
い
う
藤
原
氏
の
正
体
の
ど
の
部
分
の
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
本
稿
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
関
氏
は
、
藤
原
氏
に
対
し
て
、
非
常
に
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。
関
氏
の
言
辞
を
個
々
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
内
容
の
一
部
を
要
約
す
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
 
藤
原
氏
の
始
祖
中
臣
鎌
足
以
来
、
日
本
の
頂
点
に
君
臨
し
続
け
、
そ
れ
は
「
天
皇
家
の
た
め
」
で
は
な
く
、
自
家
の
繁
栄
の
た
め
で
、「
天
皇
」
は
政
争
の
道
具
で
あ
り
、
天
皇
家
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
一
族
と
い
え
ば
、
蘇
我
氏
の
名
が
す
ぐ
に
挙
が
る
だ
ろ
う
が
、
藤
原
氏
に
至
っ
て
は
、
皇
族
を
殺
め
た
り
、
邪
魔
に
な
っ
た
皇
族
を
い
と
も
簡
単
に
闇
に
葬
り
去
る
こ
と
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。「
天
皇
」
は
長
い
間
、「
藤
原
」
の
私
物
で
あ
り
、
い
か
に
操
ろ
う
が
、
藤
原
氏
の
勝
手
で
あ
っ
た
。
天
皇
で
さ
え
そ
う
い
う
扱
い
で
あ
る
か
ら
、
他
氏
排
斥
な
ど
簡
単
に
事
件
を
捏
造
し
て
抹
殺
す
る
の
さ
え
当
然
の
こ
と
と
考
え
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
藤
原
氏
の
常
套
手
段
化
し
て
い
っ
た
。
藤
原
氏
の
名
の
中
に
あ
る
「
フ
ジ
」
は
、「
不
時
」
の
連
想
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
、
一
方
で
藤
の
花
の
垂
れ
下
が
る
様
が
、
豊
作
を
暗
示
す
る
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
も
し
た
が
、
他
方
、
そ
の
特
性
か
ら
右
巻
き
の
蔓
を
伸
ば
し
、
他
の
植
物
に
寄
生
し
、
養
分
を
吸
い
取
っ
て
成
長
す
る
、
つ
ま
り
藤
の
と
り
つ
い
た
木
は
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
残
酷
な
一
面
も
の
ぞ
か
せ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
断
言
さ
れ
て
い
る
。 
 
さ
て
、
基
経
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
彼
の
政
治
生
命
で
問
題
と
な
る
の
が
、
先
ず
第
一
に
十
九
歳
で
叙
爵
と
い
う
極
端
に
早
い
出
世
、
第
二
に
三
十
一
歳
で
先
輩
七
人
を
超
え
て
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
に
天
皇
の
廃
立
問
題
と
、
第
四
の
阿
衡
の
紛
議
で
あ
る
。 
 
私
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
経
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
 
藤
原
基
経
の
出
世 
( 
一 
) 
 
基
経
は
、
藤
原
良
房
の
兄 
長
良
の
三
男
で
、
母
は
北
家
魚
名
流
総
継
の
娘 
乙
春
で
あ
る
。
承
和
三
年 
(
八
三
六) 
に
生
ま
れ
、
仁
寿
二
年 
(
八
五
二) 
、
蔵
人
に
補
さ
れ
、
同
四
年
、
十
九
歳
で
叙
爵
し
た
（
１
）
。
こ
の
叙
爵
年
齢
十
九
歳
と
い
う
の
は
、
他
の
人
物 
(
例
え
ば
冬
嗣
、
良
房
、
兄
の
国
経 
等)
と
比
較
し
て
も
驚
異
の
抜
擢
と
い
え
よ
う
。 
 
こ
の
件
に
つ
い
て
、
基
経
が
良
房
の
養
子
成
立
の
時
期
を
問
題
と
す
る
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説
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
良
房
の
養
子
に
な
っ
た
か
否
か
、
が
こ
の
驚
異
の
抜
擢
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
早
い
時
期 
(
昭
和
三
十
八
年
八
月) 
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
坂
本
太
郎
氏
で
あ
る
。
坂
本
氏
は
「
藤
原
良
房
と
基
経
」
に
於
て 
 
 
い
つ
良
房
の
猶
子
と
な
っ
た
か
記
録
は
な
い
が
、
基
経
の
叙
爵
し
た
仁
寿
四
年
に
は
良
房
は
す
で
に
五
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
猶
子
に
定
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
（
２
）
。 
と
さ
れ
、
「
仁
寿
四
年 
(
八
五
四) 
以
前
説
」
を
採
ら
れ
て
い
る
。 
 
次
に
、
米
田
雄
介
氏
の
説
が
あ
る
。
米
田
氏
は
、
平
成
元
年
十
二
月
、
「
藤
原
良
房
の
猶
子
基
経
」
に
於
て
、
先
ず
坂
本
太
郎
氏
の
説
に
疑
問
を
呈
し
、 
 
 
基
経
の
叙
爵
を
も
っ
て
直
ち
に
良
房
と
の
関
係
を
議
論
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。 
と
し
、 
 
 
基
経
が
良
房
の
猶
子
に
な
っ
た
の
は
長
良
の
薨
去
か
ら
良
房
の
薨
去
に
至
る
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）
。 
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
長
良
の
薨
去
は
斉
衡
三
年 (
八
五
六) 
七
月
（
４
）
、
良
房
の
そ
れ
は
貞
観
十
四
年 (
八
七
二) 
九
月
（
５
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
は
約
十
七
年
二
ヶ
月
も
あ
る
。
そ
こ
で
米
田
氏
は
、
基
経
と
従
兄
弟
の
常
行
と
は
同
年
齢
で
、
殆
ど
同
じ
よ
う
に
官
位
が
昇
進
し
て
い
た
が
、
両
者
の
官
位
の
差
が
開
く
の
は
貞
観
八
年
十
二
月
か
ら
で
あ
る
（
６
）
こ
と
に
注
目
し
、
貞
観
八
年 (
八
六
六) 
閏
三
月
の 
 
 
応
天
門
の
変
の
処
理
に
当
た
っ
て
の
基
経
の
沈
着
冷
静
な
判
断
力
と
、
そ
の
変
の
あ
と
の
政
局
の
混
迷
を
収
拾
し
た
際
の
手
腕
が
評
価
さ
れ
て
、
基
経
の
官
位
が
急
速
に
昇
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
と
と
も
に
実
は
こ
の
時
、
基
経
は
良
房
の
猶
子
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
７
）
。 
と
し
、
さ
ら
に 
 
 
基
経
が
良
房
の
猶
子
に
な
っ
た
の
は
、
応
天
門
の
変
後
に
、
良
房
を
再
び
政
治
の
表
舞
台
に
引
き
出
し
た
基
経
の
手
腕
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
（
８
）
。 
と
し
て
「
応
天
門
の
変
後
説
」
を
出
さ
れ
て
い
る
。 
 
筆
者
は
、
平
成
十
年
三
月
に
「
藤
原
基
経
の
良
房
猶
子
の
時
期
に
つ
い
て
」 
(
『
大
阪
青
山
短
大
国
文 
第
十
四
号
所
収
』) 
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
、
以
上
の
二
説
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
、
さ
ら
に
そ
こ
で
第
三
の
説
と
し
て
、
良
房
の
一
人
娘 
明
子
の
結
婚 
(
嘉
祥
二
年
＝
八
四
九) 
直
後
、
即
ち
基
経
十
四
・
五
歳
頃
に
、
猶
子
に
な
っ
た
と
い
う
説
を
提
唱
し
た
。 
 
と
こ
ろ
が
、
平
成
三
年
十
二
月
に
、
栗
原
弘
氏
が
「
藤
原
良
房
・
基
経
の
養
子
関
係
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」(
『
古
代
文
化
』
四
三
―
一
二
所
収) 
に
於
て
、
米
田
説
を
否
定
さ
れ
、 
 
 
坂
本
説
の
よ
う
に
基
経
は
叙
爵
の
時 
(
19
才) 
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
一
層
分
析
す
れ
ば
、
基
経
は
任
蔵
人 
(
17
才) 
の
時
に
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
基
経
が
同
世
代
の
兄
弟
、
イ
ト
コ
と
比
較
し
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
遡
っ
て
確
認
で
き
る
の
は
元
服
で
あ
る
。
従
っ
て
二
人
の
間
に
養
子
関
係
が
成
立
し
た
の
は
少
な
く
と
も
元
服 
(
16
才
・
仁
寿
元
年
＝
八
五
一) 
よ
り
以
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
９
）
。 
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と
し
て
、
基
経
の
「
元
服 
(
十
六
歳
・
仁
寿
元
年
＝
八
五
一) 
以
前
説
」
を
出
さ
れ
て
い
る
。 
 
基
経
の
良
房
猶
子
時
期
に
つ
い
て
の
諸
説
を
早
い
順
に
示
す
と 
筆
者 
 
嘉
祥
二
年 
(
八
四
九)  
 
良
房
の
娘 
明
子
の
結
婚 
直
後 
栗
原
説 
仁
寿
元
年 
(
八
五
一)  
 
元
服 
直
前 
坂
本
説 
仁
寿
四
年 
(
八
五
四) 
 
叙
爵 
直
前 
米
田
説 
貞
観
八
年 
(
八
六
六)  
 
応
天
門
の
変 
直
後 
と
な
り
、
筆
者
の
説
が
最
も
早
い
時
期
と
な
る
。
従
っ
て
基
経
の
叙
爵
時
に
は
、
坂
本
氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
良
房
の
養
子
と
な
り
、
愈
政
治
家
と
し
て
、
仁
寿
二
年 
(
八
五
二) 
正
月
に
蔵
人
に
補
さ
れ
、
初
舞
台
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
（
10
）
。 
 
結
局
、
基
経
の
十
九
歳
の
驚
異
の
叙
爵
と
い
う
事
実
は
、
良
房
の
養
子
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。 
 
そ
の
後
、
常
行
と
同
テ
ン
ポ
で
昇
進
、
参
議
に
な
っ
た
の
も
同
時
で
あ
っ
た
。
常
行
の
父
は
、
長
良
・
良
房 
等
の
弟 
良
相
で
、
右
大
臣
に
ま
で
上
り
つ
め
た
人
物
で
あ
る
。 
  
 
 
 
 
 
 
藤
原
基
経
の
出
世 
( 
二 
) 
 
 
基
経
は
、
応
天
門
の
変
の
直
後
、
貞
観
八
年 
(
八
六
六) 
十
二
月
、
養
父
良
房
に
な
ら
い
七
人
を
超
え
て
従
三
位
中
納
言
と
な
っ
た
（
11
）
。
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
。 
 
こ
こ
で
、
一
旦
基
経
を
置
い
て
、
養
父 
良
房
の
七
人
越
え
は
ど
の
よ
う
な
事
情
で
実
現
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。 
 
良
房
の
父 
冬
嗣
は
、
長
男 
長
良 
(
基
経
の
実
父) 
、
五
男 
良
相 
(
常
行
の
父) 
等
の
親
（
12
）
で
、
弘
仁
十
年 
(
八
一
九) 
よ
り
公
卿
の
首
班
に
列
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
藤
原
氏
に
と
っ
て
安
定
し
た
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
冬
嗣
は
、
嵯
峨
天
皇
の
信
望
を
得
て
、
初
代
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
（
13
）
て
以
来
、
天
長
二
年 
(
八
二
五) 
四
月 
左
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
わ
ず
か
十
五
年
で
あ
っ
た
。
大
同
二
年 
(
八
〇
七) 
に
春
宮
亮
に
任
ぜ
ら
れ
（
14
）
、
天
皇
の
東
宮
時
代
に
特
に
親
密
な
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
前
述
の
如
き
出
世
及
び
公
卿
の
首
班
に
列
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
以
後
、
北
家
か
ら
誰
一
人
と
し
て
公
卿
に
登
用
さ
れ
て
こ
な
い
（
15
）
。
た
だ
北
家
と
関
係
を
も
つ
南
家
の
三
守
と
貞
嗣
の
み
が
参
議
か
ら
中
納
言
に
昇
進
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
冬
嗣
に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
う
事
態
は
決
し
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
嵯
峨
天
皇
と
の
直
接
的
な
姻
戚
関
係
を
持
た
な
い
こ
と
の
不
安
が
、
冬
嗣
の
心
の
中
に
わ
い
て
き
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
冬
嗣
は
、
嵯
峨
天
皇
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
た
め
に
、
天
皇
の
皇
女 
源
潔
姫
を
次
男 
良
房
の
室
に
迎
え
（
16
）
、
さ
ら
に
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子 
正
良
親
王 
(
仁
明
天
皇) 
が
淳
和
天
皇
の
皇
太
子
と
な
ら
れ
た
日
（
17
）
、
冬
嗣
の
娘 
順
子
を
皇
太
子
の
妃
と
し
て
宮
に
入
れ
し
め
た
の
で
あ
る
（
18
）
。 
 
冬
嗣
は
、
一
族
発
展
の
願
い
が
特
に
強
く
、
皇
室
と
の
姻
戚
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
房
の
政
治
権
力
の
確
立
を
容
易
な
ら
し
め
る
素
地
を
作
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
く
し
て
良
房
は
、
承
和
二
年 
(
八
三
五) 
に
先
輩
七
人
を
超
え
て
権
中
納
言
と
な
っ
た
（
19
）
。
権
官
で
は
あ
る
が
、
中
納
言
四
人
の
例
は
、
父 
冬
嗣
に
継
ぐ
も
の
で
あ
る
（
20
）
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
父 
冬
嗣
の
皇
室
と
の
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
藤
原
氏
、
中
で
も
特
に
北
家
が
中
心
と
な
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っ
て
運
営
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
確
固
た
る
信
念
の
も
と
に
採
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
。 
 
元
に
返
っ
て
、
基
経
の
中
納
言
就
任
の
事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
近
年 
(
平
成
二
十
一
年) 
、
瀧
浪
貞
子
氏
の
「
陽
成
天
皇
廃
位
の
真
相
―
摂
政
と
上
皇
・
国
母
―
」
な
る
論
文
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
良
房
が
当
初
後
継
者
と
し
て
期
待
し
て
い
た
の
は
基
経
で
は
な
く
、
良
相
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
21
）
。(
良
相
は
良
房
の
弟) 
。
そ
れ
を
簡
単
に
要
約
す
る
と 
(イ )
、
右
大
臣 
良
相
は
、
行
政
手
腕
に
長
け
た
有
能
な
人
物
で
あ
る
。 
(ロ )
、
良
相
が
姉
の
順
子(
皇
太
后)
に
こ
と
さ
ら
目
を
か
け
ら
れ
て
い
た
。 
(ハ )
、
良
相
に
対
す
る
信
頼
と
期
待
は
、
良
房
の
兄 
長
良 
(
基
経
の
実
父) 
 
 
の
没
後
、
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
そ
れ
は
良
相
の
嫡
男 
常
行
の
昇
進
に 
 
 
も
及
ん
で
い
る
。
常
行
と
従
兄
弟
の
基
経
と
は
同
年
齢
で
は
あ
る
が
、 
 
 
叙
爵
以
来
、
常
に
基
経
が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
昇
進
さ
れ
て
き
た
。
と 
 
 
こ
ろ
が
天
安
二
年 
(
八
五
八) 
以
後
―
長
良
の
没
後
二
年
―
の
人
事 
 
 
で
は
逆
に
常
行
に
先
行
さ
れ
、
常
行
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
(ニ )
、
基
経
は
二
つ
の
問
題
点
を
か
か
え
て
い
る
。 
 
１
、
基
経
の
姻
戚
関
係 
―
近
い
将
来
、
天
皇
の
外
戚
関
係
を
築
け
る
状 
 
 
 
況
に
は
な
い
。 
 
２
、
父 
長
良
を
失
っ
た
こ
と 
―
当
時
の
慣
習
か
ら
す
れ
ば
、
後
見
者 
 
 
 
を
持
た
な
い
者
の
政
治
的
立
場
は
極
め
て
弱
い
。 
(ホ )
、
貞
観
八
年 
(
八
六
六) 
の
応
天
門
の
変
で
、
良
房
は
良
相
・
常
行
父
子 
 
 
を
捨
て
て
、
後
継
者
を
基
経
・
高
子
の
兄
妹
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得 
 
 
な
か
っ
た
。 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
筆
者
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
昭
和
五
十
年
に
上
梓
し
た
際
、
基
経
と
常
行
の
昇
進
状
況
に
触
れ
、「
お
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
、
全
く
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
…
」
と
述
べ
、
か
つ
中
納
言
昇
進
に
つ
い
て
も
、
単
に
「
良
房
の
あ
と
に
な
ら
わ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
」
か
ら
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
瀧
浪
貞
子
氏
の
卓
説
に
接
し
、
応
天
門
の
変
後
の
良
房
の
後
継
者
の
切
り
替
え
に
よ
る
異
例
の
昇
進
で
あ
ろ
う
こ
と
に
賛
意
を
表
し
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
た
だ
そ
の
後
継
者
の
一
員
に
高
子
を
含
め
て
い
る
こ
と
に
首
肯
し
難
い
点
が
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
後
の
項
で
触
れ
た
い
。 
 
そ
し
て
も
う
一
点
、
基
経
は
父 
長
良
を
失
っ
た
こ
と
で
、
後
継
者
を
持
た
な
い
者
…
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
瀧
浪
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
基
経
は
良
房
の
猶
子
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
良
房
本
人
が
立
派
に
後
見
で
き
る
立
場
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
、
瀧
浪
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
む
し
ろ
基
経
の
良
房
猶
子
問
題
に
つ
い
て
は
全
く
無
関
心
で
お
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
え
る
わ
け
で
あ
る
。
筆
者
は
、
も
し
応
天
門
の
変
に
良
相
が
係
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
良
房
自
身
が
薨
じ
る
ま
で
、
後
継
者
と
し
て
良
相
に
託
し
続
け
、
猶
子 
基
経
と
常
行
が
共
に
政
界
の
重
鎮
と
し
て
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
基
礎
固
め
を
す
る
考
え
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
経
が
上
席
者
七
人
を
超
え
て
の
中
納
言
就
任
は
、
基
経
本
人
の
力
量
も
然
り
で
あ
ろ
う
が
、
義
父 
良
房
の
強
い
推
薦
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
に
違
い
な
い
。 
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陽
成
天
皇
廃
位
と
光
孝
天
皇
の
擁
立 
 
元
慶
八
年 
(
八
八
四) 
二
月
四
日
、
陽
成
天
皇
は
手
書
を
太
政
大
臣 
藤
原
基
経
に
送
り
、
病
気
を
理
由
と
し
て
退
位
を
告
げ
、
内
裏
を
去
っ
て
二
条
院
に
移
ら
れ
た
（
22
）
。
貞
観
十
八
年 
(
八
七
六) 
十
一
月
、
父 
清
和
天
皇
よ
り
譲
位
さ
れ
て
（
23
）
か
ら
、
わ
ず
か
七
年
余
の
在
位
で
あ
っ
た
。
病
気
は
表
向
き
の
理
由
で
、
元
服
後
、
陽
成
天
皇
の
御
乱
行
が
あ
り
、
こ
れ
が
暴
君
と
呼
ば
れ
る
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
っ
た
た
め
、
太
政
大
臣 
基
経
に
よ
っ
て
廃
位
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。 
 
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
す
で
に
角
田
文
衛
氏
か
ら
和
田
英
松
博
士
の
「
陽
成
天
皇
の
暴
君
説
」
が
紹
介
さ
れ
（
24
）
、
そ
の
他
に
も
、
昭
和
十
四
年
に
、
川
上
多
助
氏
の
『
平
安
朝
史
上
一
』 
、
三
十
八
年
、
坂
本
太
郎
氏
「
藤
原
良
房
と
基
経
」(
日
本
歴
史
学
会
編
『
歴
史
と
人
物
』
所
収) 
、
四
十
年
に
目
崎
徳
衛
氏
「
藤
原
基
経
」(
竹
内
理
三
編
『
平
安
王
朝 
―
そ
の
実
力
者
た
ち
―
』
所
収) 
等
の
論
究
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
陽
成
天
皇
の
暴
君
説
ま
た
は
そ
れ
を
首
肯
す
る
見
解
を
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
暴
君
説
が
定
説
化
し
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
陽
成
天
皇
の
暴
君
説
が
長
く
学
会
を
支
配
し
て
い
た
背
景
に
、
藤
原
基
経
の
政
治
姿
勢
が
、
天
皇
廃
位
と
い
う
前
代
未
聞
の
行
為
を
非
難
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
基
経
の
功
績
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
藤
原
基
経
の
天
皇
廃
立
に
つ
い
て
」(
『
青
山
短
大
紀
要
』
第
四
号
・
昭
和
五
十
年
一
月)
に
於
て
、『
愚
管
抄
』・『
神
皇
正
統
記
』
及
び
『
玉
葉
』
等
の
史
料
を
引
用
し
、
次
の
天
皇
候
補
と
し
て
、
基
経
に
は
す
で
に
外
孫
に
貞
保
親
王
、
貞
辰
親
王
が
お
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
避
け
、
先
の
承
和
の
変
で
廃
さ
れ
た
恒
貞
親
王
を
迎
え
よ
う
と
し
た
が
固
辞
さ
れ
た
た
め
、
仁
明
天
皇
の
皇
子 
時
康
親
王
を
擁
立
し
て
光
孝
天
皇
の
実
現
を
み
た
（
25
）
、
と
い
う
よ
う
に
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
基
経
は
後
世
に
於
て
、
国
家
の
功
臣
と
し
て
の
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陽
成
天
皇
の
退
位
に
つ
い
て
の
暴
君
説
は
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
採
ら
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。 
 
こ
れ
に
対
し
て
、
陽
成
天
皇
の
退
位
の
原
因
を
他
に
求
め
た
見
解
が
、
昭
和
四
十
三
年
に
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
山
口
博
氏
で
、
同
年
『
日
本
歴
史
』 
四
月
号 
(
第
二
三
九
号) 
に
「
陽
成
天
皇
の
退
位
を
め
ぐ
っ
て
」
、
二
つ
め
は
角
田
文
衛
氏
で
、
註(
24)
に
掲
げ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
、
両
氏
の
説
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。 
 
山
口
氏
は
、
陽
成
天
皇
の
業
平
胤
説 
→ 
政
権
の
在
原
移
行 
→ 
基
経
の
強
制
的
廃
位
、
と
い
う
三
段
論
法
に
よ
る
基
経
の
陰
謀
説
。 
 
角
田
氏
は
、
山
口
氏
の
見
解
を
軽
く
否
定
し
て
、
基
経
・
淑
子
側 
対 
皇
室
側
に
立
っ
た
高
子
と
の
権
力
闘
争
か
ら
く
る
基
経
の
陰
謀
説 
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
諸
氏
の
見
解
に
は
、
あ
る
面
で
首
肯
で
き
て
も
、
全
面
的
に
支
持
し
得
な
い
点
も
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
先
ず
陽
成
天
皇
即
位
の
時
点
か
ら
、
清
和
上
皇
と
基
経
と
の
三
者
の
関
係
を
、
事
実
の
時
間
的
経
過
に
従
っ
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
 
貞
観
十
八
年 
(
八
七
六) 
十
一
月
二
十
九
日
に 
 
 
天
皇
譲
二
位
於
皇
太
子
一
。 
勅
二
右
大
臣
従
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将 
 
 
藤
原
朝
臣
基
経
一
、
保
二
輔
幼
主
一
。
摂
二
行
天
子
之
政
一
、
如
二
忠
仁 
 
 
公
故
事
（
26
）
一
。 
と
の
詔
を
、
清
和
天
皇
は
基
経
に
下
さ
れ
た
。
新
天
皇
は
、
わ
ず
か
九
歳
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で
あ
る
か
ら
「
忠
仁
公
＝
良
房
が
朕
を
助
け
て
き
た
と
同
じ
よ
う
に
、
摂
政
と
し
て
幼
帝
を
保
輔
す
る
よ
う
に
」
と
の
命
令
で
あ
る
。
基
経
は
、
一
応
儀
礼
的
に
辞
退
の
上
表
文
を
提
出
し
た
が
勅
許
が
得
ら
れ
ず
、
良
房
に
引
き
続
い
て
陽
成
天
皇
の
摂
政
に
就
任
し
た
。
基
経
は
、
そ
の
職
掌
に
つ
い
て
疑
義
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
保
二
輔
幼
主
一
」
す
る
こ
と
で
、
一
応
受
諾
し
、
若
い
天
皇
を
保
ち
助
け
る
こ
と
と
し
た
。
基
経
は
、
摂
政
と
は
、
天
皇
が
お
若
い
間 
(
元
服
ま
で) 
、
天
皇
を
保
輔
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
即
位
後
の
陽
成
天
皇
に
つ
い
て
、「
儀
式
を
こ
な
し
、
そ
の
一
方
で
勉
学
に
も
励
ん
で
い
る
。
基
経
に
よ
っ
て
本
格
的
な
帝
王
教
育
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
ま
た
基
経
も
摂
政
と
し
て
幼
帝 
陽
成
を
補
佐
し
、
精
力
的
に
天
皇
の
任
務
を
代
行
し
て
い
る
（
27
）
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
太
政
官
の
政
務
も
従
来
通
り
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
『
三
代
実
録
』
を
み
る
限
り
、
元
慶
三
年 
(
八
七
九) 
頃
ま
で
は
、
天
皇
と
基
経
と
の
間
に
目
立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
翌
四
年
頃
か
ら
、
基
経
は
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
務
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
何
が
原
因
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
清
和
上
皇
の
行
為
に
あ
る
、
と
み
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
清
和
上
皇
は
、
天
皇
現
役
時
代
か
ら
仏
教
へ
の
御
信
仰
が
深
か
っ
た
が
、
譲
位
後
は
、
専
ら
仏
教
に
心
を
傾
け
ら
れ
、
元
慶
三
年
五
月
に
は
落
飾
入
道
さ
れ
た
（
28
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
月
に
な
る
と
能
吏
の
聞
こ
え
高
い
在
原
行
平
・
藤
原
山
陰
両
参
議
を
従
え
て
、
大
和
国
へ
行
幸
さ
れ
（
29
）
た
こ
と
、
そ
し
て
翌
四
年
十
二
月
四
日
、
清
和
上
皇
の
崩
御
の
日
、
陽
成
天
皇
は
勅
を
下
し
、
上
皇
の
遺
志
と
し
て
基
経
を
太
政
大
臣
に
任
じ
た
（
30
）
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
上
皇
の
国
政
へ
の
関
与
で
あ
る
。
先
の
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
詔
の
中
で
、
基
経
に
摂
政
就
任
を
要
請
し
、
上
皇
の
「
国
政
へ
の
関
与
」
即
ち
「
上
皇
権
」 
(
こ
の
語
は
瀧
浪
氏
の
用
語
で
あ
る) 
を
放
棄
す
る
意
図
を
宣
し
た
筈
で
あ
る
。
基
経
は
即
座
に
辞
退
の
上
表
文
を
提
出
し
、
「
伏
願
垂
二
収
新
命
（
31
）
一
」
と
し
て
、
上
皇
か
ら
で
は
な
く
、
陽
成
天
皇
か
ら
の
新
し
い
任
命
を
求
め
た
。
し
か
し
、
陽
成
天
皇
の
勅
答
は
、
「
此
職
、 
太
上
天
皇
之
所
二
拝
授
一
、
豈
是
朕
之
可
二
自
由
一
乎
（
31
）
。
」
で
あ
っ
て
、
朕
が
自
由
に
で
き
な
い
、
と
し
て
勅
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、
基
経
は
私
邸
枇
杷
第
に
引
き
籠
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
諸
氏
は
、
陽
成
天
皇
へ
の
嫌
が
ら
せ
と
か
、
政
務
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
う
は
見
て
い
な
い
。
基
経
に
は
、
彼
流
の
考
え
が
あ
り
、
天
皇
の
元
服
ま
で
あ
と
二
年
は
摂
政
と
い
う
立
場
に
居
る
。
そ
の
上
に
清
和
上
皇
の
関
与
が
な
さ
れ
る
と
、
幼
帝
に
は
二
重
の
干
渉
が
あ
り
、
政
治
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
、
と
予
測
し
た
の
で
は
な
い
か
。
上
皇
は
崩
御
さ
れ
た
あ
と
は
、
代
わ
り
に
国
母
の
高
子
が
そ
れ
に
当
た
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
幼
帝
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
も
自
ら
は
身
を
引
く
と
い
う
挙
に
出
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
清
和
上
皇
崩
御
の
後
、
天
皇
は
母 
高
子
の
居
所 
弘
徽
殿
に
近
い
常
寧
殿
に
遷
御
さ
れ
た
。
瀧
浪
氏
に
よ
る
と
、
「
父 
清
和
の
死
に
よ
っ
て
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ
た
の
か
、
母 
(
居
所
は
弘
徽
殿) 
の
近
く
に
い
た
い
と
い
う
の
が
、
遷
御
の
理
由
で
あ
っ
た
（
32
）
。
」
が
、
少
年
天
皇
に
と
っ
て
、
最
も
安
住
の
地
は
母 
高
子
の
側
で
あ
ろ
う
。
基
経
も
そ
れ
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
余
り
後
の
翌
五
年
二
月
に
、
天
皇
は
常
寧
殿
か
ら
清
涼
殿
に
戻
ら
れ
た
（
33
）
。
基
経
は
、
母 
高
子
の
指
導
・
助
言
の
も
と
で
、
天
皇
と
し
て
少
し
は
成
長
し
た
の
で
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あ
ろ
う
と
考
え
、
太
政
大
臣
の
辞
退
の
上
表
文
を
続
け
て
二
度 
(
同
二
十
一
日
と
四
月
二
十
五
日
（
34
）
) 
提
出
し
た
が
、
勅
許
に
至
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
天
皇
か
ら
の
新
た
な
任
命
も
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。 
 
翌 
元
慶
六
年 
(
八
八
二) 
正
月
に
、
陽
成
天
皇
は
十
五
歳
に
な
ら
れ
、
元
服
の
儀
が
行
わ
れ
た
（
35
）
。
基
経
は
、
天
皇
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
た
行
動
を
期
待
し
つ
つ
加
冠
役
を
勤
め
（
35
）
、
そ
し
て
同
月
二
十
五
日
、
そ
れ
ま
で
就
い
て
い
た
摂
政
辞
任
の
上
表
文
を
提
出
し
、
万
機
は
陽
成
天
皇
御
自
身
が
親
裁
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
天
皇
は
、
自
分
と
し
て
は
、
父 
上
皇
の
遺
志
に
順
う
の
み
（
36
）
と
し
て
勅
許
さ
れ
ず
、
天
皇
の
成
人
後
も
摂
政
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
基
経
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
元
服
後
の
天
皇
に
摂
政
は
不
要
で
あ
る
か
ら
自
ら
は
私
邸
に
引
き
下
が
っ
て
、
一
応
政
務
を
離
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
天
皇
が
立
派
に
成
人
し
、
天
皇
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
や
や
不
安
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
と
は
高
子
の
存
在
が
よ
き
支
え
と
な
る
も
の
と
考
え
、
静
観
す
る
つ
も
り
で
の
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
瀧
浪
氏
は
、「
基
経
は
こ
の
時 
(
元
服
前) 
す
で
に
陽
成
を
廃
位
に
追
い
込
む
意
図
を
も
っ
て
い
た
」
と
し
て
「
基
経 
対 
天
皇
・
国
母 
高
子
」
の
構
図
の
も
と
、
か
な
り
辛
辣
な
批
評
を
、
説
得
力
あ
る
論
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
（
37
）
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
天
皇
が
基
経
の
期
待
に
近
い
形
で
任
務
を
こ
な
し
て
い
た
と
み
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
と
こ
ろ
が
、
基
経
に
と
っ
て
全
く
予
期
し
な
い
事
件
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
も
と
で
陽
成
天
皇
廃
位
を
決
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
件
と
は
、
陽
成
天
皇
元
服
二
年
後
の
元
慶
七
年 
(
八
八
三) 
十
一
月
十
日
、
殿
上
に
於
て
、
源
蔭
の
男
益
が
、
天
皇
に
格
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
同
十
三
日
に
は
、
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
た
め
に
大
原
祭
や
他
の
祭
祀
は
中
止
と
な
り
、
十
六
日
も
新
嘗
祭
を
停
止
し
た
が
、
天
皇
は
、
そ
れ
に
も
こ
り
ず
禁
中
で
秘
か
に
馬
を
飼
っ
た
り
し
て
、
ま
わ
り
か
ら
顰
蹙
を
買
っ
て
い
た
の
で
、
基
経
は
宮
中
に
居
た
庸
猥
な
る
群
小 
(
数
人
の
不
良
仲
間) 
を
追
放
し
た
（
38
）
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
年
半
ほ
ど
前
の
、
天
皇
元
服
後
間
も
な
い
元
慶
六
年
二
月
に
も
、
母 
高
子
の
居
所 
弘
徽
殿
で
、
宮
中
に
於
て
は
相
応
し
く
な
い
闘
鶏
を
御
覧
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
（
39
）
、
諫
め
る
立
場
に
あ
る
筈
の
母
も
同
席
し
て
い
た
ら
し
い
。
基
経
は
、
そ
う
い
っ
た
天
皇
と
し
て
の
自
覚
に
欠
け
た
陽
成
天
皇
に
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
思
い
か
ら
、
不
良
仲
間
を
追
放
し
、
こ
の
時
、
陽
成
天
皇
廃
位
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
陽
成
天
皇
は
、
元
慶
八
年 
(
八
八
四) 
二
月
四
日
に
病
気
を
理
由
と
し
て
自
ら
退
位
を
望
ん
だ
形
を
と
っ
た
が
、
こ
の
殺
人
事
件
に
よ
っ
て
廃
位
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。
陽
成
天
皇
の
廃
位
は
、
事
前
に
予
期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
天
皇
に
は
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
基
経
は
自
身
の
権
力
基
盤
と
な
る
自
分
の
外
孫
を
擁
立
し
、
摂
政
と
な
っ
て
幼
帝
の
後
見
に
当
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
敢
え
て
そ
れ
を
せ
ず
、
身
内
関
係
の
薄
い
、
そ
の
上
、
五
十
五
歳
と
い
う
高
齢
の
光
孝
天
皇
を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。 
 
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
ミ
ウ
チ
の
皇
子
を
幼
帝
と
し
た
場
合
、
基
経
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
代
行
は
陽
成
上
皇
も
し
く
は
高
子
皇
太
后
が
当
た
り
、
基
経
の
関
与
は
間
接
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
基
経
が
権
勢
の
座
を
得
る
に
は
ミ
ウ
チ
以
外
で
あ
り
、
陽
成
・
高
子
を
完
全
に
排
除
す
る
た
め
に
も
成
人
天
皇
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
40
）
。
」
と
述
べ
て
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お
ら
れ
る
。
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
藤
原
氏
の
権
勢
独
占
と
み
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
瀧
浪
氏
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
人
の
親
王
の
ど
ち
ら
か
を
立
て
た
の
で
は
、
陽
成
天
皇
時
代
と
何
ら
変
わ
ら
ず
、
ま
し
て
天
皇
と
し
て
の
自
覚
を
期
待
す
る
こ
と
に
も
不
安
が
あ
る
。
基
経
は
、
や
は
り
人
格
識
見
あ
る
成
人
天
皇
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
先
ず
候
補
に
あ
げ
た
の
は
、
承
和
の
変
で
廃
さ
れ
た
恒
貞
親
王
で
あ
っ
た
。
親
王
の
人
格
・
学
識
・
才
芸
に
つ
い
て
、『
扶
桑
略
記
』
の
親
王
薨
伝
に
「
親
王
性
寛
雅
、
美
二
風
姿
一
。
（
中
略
）
天
顔
咫
尺
、
礼
容
厳
備
。
降
レ
殿
拝
舞
、
挙
止
閑
麗
。
（
中
略
）(
頃
之
出
家
為
二
沙
門
一
、
名
二
恒
寂
一
、
崇
二
信
仏
道
一
。
精
進
持
戒
、
経
二
歴
歳
時
一
、
絶
而
無
レ
虧
。
沐
浴
静
坐
、
无
レ
病
而
薨
、
時
年
六
十
矣
（
41
）
。)
」
と
あ
る
。
し
か
し
固
辞
さ
れ
た
た
め
に
仁
明
天
皇
の
皇
子 
時
康
親
王
を
擁
立
し
て
光
孝
天
皇
の
実
現
を
み
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
親
王
の
人
格
は
「
少
而
聡
明
、
好
読
二
経
史
一
。
容
止
閑
雅
、
謙
恭
和
潤
、
慈
仁
寛
曠
、
親
二
愛
九
族
一
。
性
多
二
風
流
一
、
尤
長
二
人
事
（
42
）
一
。
」
で
あ
り
、
し
か
も
天
皇
と
基
経
は
、
も
と
も
と
二
人
の
母
が
、
と
も
に
藤
原
総
継
の
女
で
あ
る
か
ら
、
従
兄
弟
で
あ
っ
た
。
少
年
時
代
か
ら
賢
明
の
聞
こ
え
高
い
時
康
親
王
こ
そ
、
ま
さ
に
次
の
天
皇
に
相
応
し
い
と
み
た
に
違
い
な
い
。
陽
成
天
皇
の
廃
位
か
ら
光
孝
天
皇
の
擁
立
に
至
る
一
連
の
経
過
に
つ
い
て
、
河
内
祥
輔
氏
は
、
皇
統
の
「
直
系
」
か
「
傍
系
」
か
、
ま
た
そ
の
手
続
き
は
貴
族
に
よ
る
「
合
議
制
」
に
よ
る
等
の
研
究
結
果
を
発
表
さ
れ
て
お
り
（
43
）
、
非
常
に
首
肯
す
る
所
が
多
い
が
、
こ
と
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
政
界
の
主
導
的
立
場
に
居
る
基
経
の
決
定
権
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
他
の
公
卿
達
は
、
基
経
の
挙
措
を
み
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
元
慶
八
年 
(
八
八
四) 
二
月
五
日
、
光
孝
天
皇
は
即
位
（
44
）
し
、
そ
の
二
ヶ
月
後
の
四
月
十
三
日
に
、
自
ら
の
皇
子
女
二
十
九
人
す
べ
て
に
源
朝
臣
を
与
え
臣
籍
に
下
さ
れ
た
（
45
）
。
こ
れ
は
皇
子
女
の
皇
位
継
承
権
を
放
棄
さ
せ
た
こ
と
で
、
次
の
天
皇
に
は
基
経
の
身
内
か
ら
擁
立
さ
れ
る
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
同
六
月
五
日
、
光
孝
天
皇
は
基
経
に
、「
自
二
今
日
一
官
庁
尓
坐
天
就
天
萬
政
領
行
此
、
入
輔
二
朕
躬
一
、
出
総
二
百
官
一
倍之
。
応
レ
奏
之
事
、
応
レ
下
之
事
、
必
先
諮
稟
（
46
）
与
。
」
と
宣
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
は
「
関
白
」
の
語
は
見
え
な
い
が
、「
関
白
」
の
実
は
、
こ
こ
に
始
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
諸
氏
の
見
解
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基
経
は
、
「
関
白
」
と
は
成
人
さ
れ
た
天
皇
を
補
佐
す
る
立
場
の
も
の
、
と
の
理
解
の
も
と
に
受
諾
し
た
の
で
あ
る
。
 
  
 
 
 
 
 
 
宇
多
天
皇
即
位
と
阿
衡
の
紛
議 
 
源
定
省
は
、
仁
和
三
年 
(
八
八
七) 
八
月
二
十
五
日
、
朝
臣
姓
を
削
り
、
親
王
に
復
せ
ら
れ
（
47
）
、
翌
二
十
六
日
、
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
、
光
孝
天
皇
崩
御
の
日
に
即
位
さ
れ
た
（
48
）
。
宇
多
天
皇
二
十
一
歳
で
あ
る
。 
 
源
定
省
は
、
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
臣
籍
に
下
さ
れ
た
二
十
九
人
の
う
ち
の
お
一
人
で
あ
っ
て
、
皇
位
継
承
権
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
基
経
に
し
て
み
れ
ば
到
底
容
認
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
光
孝
天
皇
と
基
経
と
は
君
臣
水
魚
の
間
柄
で
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
た
め
、
光
孝
天
皇
が
特
に
愛
さ
れ
た
第
七
皇
子
の
源
定
省
を
次
の
天
皇
に
擁
立
す
る
よ
う
、
基
経
に
し
ば
し
ば
打
診
は
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
基
経
は
そ
の
期
待
に
容
易
に
こ
た
え
な
か
っ
た
ら
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し
い
（
49
）
。
ま
た
そ
の
上
、
基
経
に
は
、
祖
父 
冬
嗣
、
義
父 
良
房
の
期
待
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
も
あ
り
、
光
孝
天
皇
在
位
の
期
間
中
に
、
身
内
の
若
い
親
王
の
帝
王
教
育
を
す
れ
ば
そ
の
期
待
に
も
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
算
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
予
期
せ
ぬ
こ
と
に
、
光
孝
天
皇
は
、
在
位
わ
ず
か
三
年
余
で
病
床
に
伏
し
、
基
経
の
心
に
描
い
た
予
定
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
宇
多
天
皇
御
記
」
に
、
光
孝
天
皇
は
、
今
わ
の
際
に
、
左
の
手
で
定
省
親
王
の
手
を
と
り
、
右
の
手
で
基
経
の
手
を
と
っ
て
、
大
臣
に
自
分
の
子
の
如
く
輔
弼
し
て
ほ
し
い
、
と
後
事
を
託
し
て
息
を
引
き
取
ら
れ
た
（
50
）
こ
と
が
見
え
て
お
り
、
結
局
最
終
的
に
不
本
意
な
が
ら
も
先
帝
の
遺
詔
を
尊
重
し
て
、
宇
多
天
皇
の
即
位
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
宇
多
天
皇
は
、
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
に
即
位
式
を
あ
げ
（
51
）
ら
れ
、
そ
の
直
後
の
同
二
十
一
日
に
、
基
経
に
対
し
て
「
萬
機
巨
細
、
百
官
惣
己
、 
 
(
皆) 
関
二
白
於
太
政
大
臣
一
、
然
後
奉
下
。(
一
如
二
旧
事
一
、
主
者
施
行
（
52
）
)
」
の
詔
を
下
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
関
白
」
の
詔
の
初
見
で
あ
る
。
基
経
は
慣
習
に
従
っ
て
、
同
閏
十
一
月
二
十
六
日
、
辞
退
の
上
表
文
を
提
出
し
た
が
、
翌
二
十
七
日
の
勅
答
に
は
「
宣
下
以
二
阿
衡
之
任
一
為
中
卿
之
（
53
）
任
上
。
」
と
あ
っ
た
の
が
、
思
い
が
け
な
い
事
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
件
と
は
、
基
経
の
家
司 
藤
原
佐
世
が
「
阿
衡
無
典
職
（
54
）
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
起
っ
た
紛
議
で
あ
る
。
基
経
は
、
こ
の
「
阿
衡
」
に
非
常
に
こ
だ
わ
り
、
佐
世
の
意
見
に
従
っ
て
政
務
を
み
な
く
な
っ
た
。
宇
多
天
皇
は
、
以
前
の
元
慶
八
年
に
父 
光
孝
天
皇
が
、
基
経
に
対
し
て
同
じ
「
阿
衡
」
の
言
葉
を
使
わ
れ
た
折
、
何
ら
問
題
が
起
き
な
か
っ
た
の
に
、
今
回
に
限
り
、
何
故
こ
の
二
字
が
問
題
化
し
た
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
す
で
に
、
問
題
が
起
こ
り
う
る
下
地
が
基
経
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、
一
旦
臣
籍
に
下
り
皇
位
継
承
の
資
格
を
放
棄
し
た
源
定
省
を
、
同
じ
よ
う
な
立
場
に
居
た
源
融
の
自
薦
を
拒
絶
し
た
（
55
）
手
前
上
、
い
く
ら
先
帝
の
遺
詔
を
尊
重
し
た
と
い
え
ど
、
自
分
の
矛
盾
し
た
行
為
に
後
顧
の
憂
い
が
残
っ
た
筈
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
太
政
大
臣
・
摂
政
・
関
白
の
職
掌
に
つ
い
て
、
宇
多
天
皇
と
基
経
と
の
間
に
、
認
識
の
ず
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。 
 
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
こ
の
時
点
に
於
け
る
基
経
の
認
識
に
つ
い
て
、
幼
年
天
皇
と
成
人
天
皇
と
で
後
見
者
と
し
て
の
立
場
・
権
限
の
違
い
、
即
ち
「
摂
政
」
と
「
関
白
」
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
が
、
宇
多
天
皇
は
、
摂
政
と
関
白
の
語
を
混
用
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
基
経
の
癇
に
さ
わ
っ
た
ら
し
い
と
。
さ
ら
に
、
先
の
「
関
白
」
の
語
が
見
え
る
詔 
(
仁
和
三
年
十
一
月
廿
一
日) 
の
表
題
「
賜
下
摂
政
[
基
太経]
政
大
臣
関
二
白
萬
機
一
詔
上
」
と
詔
の
中
の
「
三
代
摂
政
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
最
後
に
「
一
如
二
旧
事
一
、
主
者
施
行
」
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
か
ら
、
基
経
に
「
摂
政
」
と
い
う
立
場
で
、
関
白
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
し
て
旧
の
如
く
、
即
ち
三
代 
(
清
和
・
陽
成
・
光
孝
各
天
皇) 
の
摂
政
を
務
め
て
き
た
如
く
施
行
せ
よ
と
。
な
お
、
こ
の
詔
に
対
し
て
閏
十
一
月
二
十
六
日
、
基
経
か
ら
辞
退
の
上
表
文
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
表
題
が
「
太
政
大
臣
辞
二
摂
政
一
第
一
表
」
で
あ
っ
て
、
基
経
は
宇
多
天
皇
の
「
摂
政
」
で
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
表
題
に
「
辞
二
摂
政
一
」
と
わ
ざ
と
記
し
た
の
は
、
そ
の
誤
用
の
反
省
を
促
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
わ
ば
宇
多
天
皇
は
摂
政
と
関
白
の
語
を
混
用
→
摂
政
と
関
白
の
立
場
な
り
職
権
の
違
い
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
基
経
88 
 
が
苛
立
っ
た
の
で
は
な
い
（
56
）
か
、
と
の
指
摘
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
論
に
賛
意
を
表
し
た
い
。 
 
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
と
こ
ろ
へ
、
藤
原
佐
世
が
、
こ
の
「
阿
衡
」
の
言
葉
尻
を
と
ら
え
て
、
学
者
間
で
の
学
閥
的
な
対
立
関
係
を
政
治
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
が
紛
議
の
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
経
道
の
佐
世
と
学
問
的
に
対
立
し
て
い
た
の
が
、
奇
し
く
も
こ
の
詔
の
作
者
で
文
章
博
士
の
橘
広
相
で
あ
っ
た
。
広
相
は
、
名
門
橘
氏
の
出
で
博
学
宏
才
、
文
章
生
か
ら
三
代 
(
陽
成
・
光
孝
・
宇
多
各
天
皇)
の
侍
読
と
な
り
、
特
に
宇
多
天
皇
か
ら
は
「
朕 
(
之) 
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
親
密
さ
で
あ
っ
た
故
、
基
経
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
佐
世
の
い
ら
ざ
る
焚
付
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、「
阿
衡
」
の
二
字
が
問
題
化
す
る
こ
と
な
く
、
紛
議
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
思
う
。
再
び
瀧
浪
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、
光
孝
天
皇
の
時
、
基
経
の
立
場
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
「
阿
衡
」
を
再
度
持
ち
出
す
こ
と
で
、
基
経
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
敬
意
を
示
し
た
も
の
で
、
基
経
に
全
面
的
に
頼
る
宇
多
天
皇
と
し
て
は
、
す
べ
て
「
旧
事
の
如
く
」=
光
孝
朝
に
な
ら
っ
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
、
そ
こ
に
悪
意
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
（
57
）
、
と
。
筆
者
の
見
解
も
同
様
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
佐
世
の
一
言
で
、
基
経
は
出
仕
し
な
く
な
り
、
か
つ
ま
た
「
阿
衡
」
の
二
字
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
・
左
大
臣 
源
融
ら
が
問
題
の
解
決
に
奔
走
、
明
法
博
士
ら
に
勘
文
を
求
め
た
り
、
広
相
と
佐
世
の
対
論
を
さ
せ
た
り
と
、
種
々
の
対
策
を
実
施
し
た
が
、
多
く
は
カ
リ
ス
マ
的
支
配
型
の
基
経
に
与
し
、
広
相
は
孤
立
状
態
に
な
り
、
事
件
の
解
決
の
糸
口
さ
え
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
仁
和
四
年 
(
八
八
八) 
六
月
二
日
、
宇
多
天
皇
は
、
先
の
勅
を
取
り
消
し
、
新
た
に 
 
 
去
十
一
月
廿
一
日
下
二
詔
書
一
云
。（
中
略
）
然
而
朕
之
本
意
波
万
政
乎 
 
 
 
関
白
天
、
欲
レ
頼
二
其
輔
導
一
止
之
天
奈
毛
前
詔
波
下
世
流
。
而
奉
レ
旨
作
二
勅
答
一 
 
 
之
人
広
相
加
引
二
阿
衡
一
波
、
已
乖
二
朕
本
意
（
58
）
一
多
流
奈
利
。 
を
出
さ
れ
た
。
朕
の
本
意
は
、
基
経
が
万
政
を
関
白
し
、
朕
を
輔
導
し
て
く
れ
る
こ
と
で
前
詔
を
出
し
た
の
で
、
広
相
が
引
い
た
「
阿
衡
」
は
「
朕
の
本
意
」
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
し
た
。
今
回
の
こ
の
改
め
て
出
し
た
詔
は
、
源
融
の
助
言
に
従
っ
た
も
の
で
、
天
皇
御
自
ら
の
本
心
か
ら
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
天
皇
は
こ
の
時
の
お
気
持
ち
を
、
約
五
ヶ
月
後
の
「
御
日
記
」
に
「
獨
世
之
事
如
レ
是
、
可
レ
為
二
長
大
息
（
59
）
一
也
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。 
 
し
か
る
に
、
こ
の
日
か
ら
三
日
後
の
六
月
五
日
に
、
勅
答
作
成
者
橘
広
相
の
強
硬
な
五
ヶ
条
の
反
論
（
60
）
が
あ
り
、
広
相
に
反
省
の
色
な
し
と
み
た
基
経
は
、
事
件
解
決
の
糸
口
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
三
ヶ
月
余
り
は
『
日
本
紀
略
』
に
し
て
も
『
政
事
要
略
』
、
『
扶
桑
略
記
』
に
も
、
阿
衡
問
題
に
関
し
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
、
同
十
月
十
三
日
に
至
っ
て
、
大
判
事 
惟
宗
直
宗
ら
を
し
て
橘
広
相
の
罪
名
を
勘
申
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
61
）
。 
 
と
こ
ろ
が
、
こ
の
勘
申
の
期
限
が
、
翌
々
日
の
十
月
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
勘
申
に
「
件
勘
文
未
レ
進
之
前
、
有
二 
 
恩
詔
一
被
レ
免
、
仍
不 
レ
進
（
62
）
レ
之
」
と
の
付
記
が
あ
る
。
こ
の
付
記
に
よ
っ
て
、
事
態
は
わ
ず
か
三
日
の
内
に
一
転
、
広
相
の
処
罰
を
不
問
に
付
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
基
経
か
ら
も
「
基
経
従
レ
始
无
二
何
意
一
。
然
前
詔
者
有
下
可
レ
関
二
白
大
少
事
一
之
恩
命
上
、
後
詔
者
以
二
阿
衡
之
任
一
為
二
卿
任
一
者
也
。
微
臣
○
○
疑
二
先
89 
 
後
之
詔
其
趣
一
（
不
）
同
一
…
无
二
他
膓
（
63
）
一
」
と
い
う
返
事
が
天
皇
の
も
と
に
届
い
て
、
事
件
が
一
気
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。 
 
さ
て
、
こ
の
基
経
の
弁
解
め
い
た
言
辞
に
よ
る
と
、
微○
臣○
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら 
(
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
で) 
自
分
は
最
初
か
ら
何
ら
問
題
に
す
る
気
が
な
か
っ
た 
(
「
関
白
」
の
初
見
の
詔=
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
の
時
点) 
が
、
後
の
詔 
(
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答) 
に
「
関
白
」
が
消
え
て 
(
表
題
に
は
「
関
白
」
が
見
え
る
が) 
「
阿
衡
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
疑
問
を
持
っ
た 
(
佐
世
の
「
阿
衡
無
二
典
職
一
」
の
説
に
一
時
は
傾
頭
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る) 
だ
け
で
、
何
ら
二
心
が
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
突
然
の
解
決
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
宇
多
天
皇
が
「
摂
政
」
と
「
関
白
」
の
立
場
や
職
権
の
違
い
に
つ
い
て
、
基
経
と
同
じ
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
十
月
六
日
に
基
経
の
十
七
歳
の
娘 
温
子
を
入
内
さ
せ
、
三
日
後
の
九
日
に
入
御
と
し
た
（
64
）
こ
と
、
更
に
讃
岐
守 
菅
原
道
真
が
、
基
経
の
非
を
喝
破
し
た
「
奉
昭
宣
公
書
」
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
筆
者
は
、
こ
の
紛
議
の
解
決
に
最
も
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
、
こ
の
「
奉
昭
宣
公
書
」
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
書
の
執
筆
時
期
は
、
仁
和
四
年 
(
八
八
八) 
十
一
月
（
65
）
で
あ
ろ
う
か
ら
、
紛
議
の
解
決
に
は
、
時
間
の
ず
れ
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
点
で
論
争
の
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
だ
か
ら
筆
者
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
「
菅
原
道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」
」
と
題
し
て
青
山
短
大
紀
要
第
五
号
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
、
こ
こ
で
は
、
基
経
と
道
真
の
関
係
か
ら
本
書
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
再
考
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
 
基
経
は
、
九
歳
若
い
道
真
に
対
し
て
、
そ
の
接
し
方
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
仁
和
二
年 
(
八
八
六) 
正
月
、
道
真
が
讃
岐
守
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
赴
任
に
先
だ
っ
て
催
さ
れ
た
宮
中
の
内
宴
に
於
て
、
基
経
は
ひ
そ
か
に
道
真
を
慰
め
よ
う
と
し
た
（
66
）
こ
と
、
ま
た
別
の
機
会
に
、
道
真
の
た
め
に
、
基
経
の
書
斎
で
餞
席
を
設
け
た
（
67
）
こ
と
等
が
あ
っ
た
。
基
経
は
学
問
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
氏
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
従
っ
て
学
者
に
も
好
意
を
も
ち
、
特
に
道
真
に
対
し
て
、
年
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
尊
敬
の
念
を
持
ち
、
か
な
り
古
く
か
ら
面
識
が
あ
り
、
書
を
通
じ
、
あ
る
い
は
宴
を
通
じ
て
親
交
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
で
は
、
道
真
を
し
て
「
奉
昭
宣
公
書
」
を
書
か
し
め
た
動
機
は
何
か
。
『
北
山
抄
』
に
於
て 
 
 
広
相
不
仕
、
送
書
讃
州
、
〔
時
菅
丞
相
、
為
州
剌
史
、
〕
剌
史
奉
書
於 
 
 
大
相
国
（
68
）
。 
と
み
え
る
よ
う
に
、
紛
議
の
直
接
の
関
係
者
で
あ
る
橘
広
相
が
、
十
月 
(
仁
和
四
年) 
に
な
る
と
出
仕
し
な
く
な
り
（
69
）
、
そ
し
て
苦
し
い
状
態
を
認シ
め
た
手
紙
を
讃
岐
守
と
し
て
任
国
中
の
道
真
の
も
と
に
送
っ
た
こ
と
が
、
直
接
の
動
機
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
時
す
で
に
紛
議
が
起
こ
っ
て 
(
仁
和
三
年
十
一
月) 
か
ら
一
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
く
讃
岐
を
出
発
し
て
京
都
へ
行
き
、
広
相
と
基
経
に
面
談
し
て
紛
議
解
決
に
一
役
立
ち
た
い
と
思
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
道
真
が
い
つ
讃
岐
を
出
発
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
弥
永
貞
三
氏
に
よ
れ
ば
、
仁
和
四
年
十
月
の
初
め
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
弥
永
氏
は
、
道
真
の
『
菅
家
文
草
』
に
み
え
る
、
そ
の
頃
の
詩
を
詳
し
く
検
討
さ
れ
、
ま
た
讃
岐
・
京
都
間
の
行
程
日
数
等
か
ら
、
道
真
の
在
京
期
間
を
「
十
月
90 
 
初
め
か
ら
十
一
月
末
頃
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
70
）
。
筆
者
は
、
こ
の
期
間
設
定
に
は
異
論
を
は
さ
む
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
は 
 
 
某
今
月
日
偸
入
二
皇
域
（
71
）
一 
と
あ
る
「
今
月
」
と
い
う
の
は
、
勿
論
「
十
月
」
で
あ
り
、
し
か
も
上
旬
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。 
 
道
真
は
、
仁
和
四
年 
(
八
八
八) 
十
月
上
旬
、
阿
衡
紛
議
の
解
決
の
た
め
に
、
一
時
帰
京
し
、
親
し
い
友
人
を
訪
問
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、
基
経
邸
・
広
相
邸
を
往
復
し
、
腹
蔵
の
な
い
意
見
を
述
べ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
基
経
に
対
し
て
厳
し
い
意
見
を
述
べ
た
こ
と
が
、「
奉
昭
宣
公
書
」
の
内
容
か
ら
、
十
分
察
知
で
き
る
（
72
）
。
道
真
の
基
経
へ
の
意
見
陳
述
は
、
お
そ
ら
く
「
十
月
十
五
日
」
以
前
で
終
わ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
基
経
が
「
基
経
従
レ
始
、
无
二
何
意
一
云
々
」
の
返
事
を
宇
多
天
皇
に
お
届
け
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
道
真
は
、
事
件
の
解
決
を
み
た
上
で
、
本
書
を
執
筆
し
、
再
び
任
国
讃
岐
へ
赴
任
し
て
行
っ
た
と
筆
者
は
み
て
い
る
。
学
問
を
好
み
、
学
者
を
、
特
に
道
真
を
尊
敬
の
念
で
み
て
い
る
基
経
な
れ
ば
こ
そ
の
円
満
解
決
と
み
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
呆
気
無
い
解
決
に
は
、
基
経
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、
最
も
大
事
な
学
問
を
裏
付
け
と
し
た
「
正
論
」
に
従
う
、
「
筋
を
通
す
」
と
い
う
不
動
の
意
志
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
三
年
後
の
寛
平
三
年 
(
八
九
一) 
正
月
十
三
日
、
基
経
は
五
十
六
歳
で
薨
去
し
た
（
73
）
。
計
ら
ず
も
、
そ
の
半
年
ほ
ど
前
の
寛
平
二
年
五
月
十
六
日
に
、
橘
広
相
も
卒
し
て
い
た
。
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
（
74
）
。 
  
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
に 
 
基
経
は
、
叙
爵
か
ら
、
中
納
言
に
昇
進
す
る
ま
で
の
間
は
、
義
父 
良
房
の
庇
護
の
も
と
で
、
も
っ
ぱ
ら
良
房
の
行
動
を
見
て
習
う
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
。
し
か
し
貞
観
十
四
年 
(
八
七
二) 
八
月
、
右
大
臣
に
な
っ
た
直
後
の
九
月
に
良
房
が
薨
じ
た
の
で
、
今
後
は
基
経
自
身
の
カ
ラ
ー
で
政
権
に
携
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
彼
の
政
治
姿
勢
を
み
る
な
ら
ば
、
先
ず
第
一
に
、
清
和
天
皇
の
退
位
後
の
行
動
に
対
す
る
対
応
、
第
二
に
陽
成
天
皇
の
廃
位
へ
の
対
策
、
そ
し
て
第
三
に
宇
多
天
皇
と
阿
衡
の
紛
議
へ
の
処
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
取
っ
て
き
た
か
、
で
ま
と
め
た
い
。 
 
第
一
。
清
和
天
皇
は
、
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
詔
の
中
で
、
基
経
に
摂
政
就
任
を
要
請
し
、
上
皇
御
自
ら
が
「
上
皇
権
」
を
放
棄
す
る
意
図
を
宣
さ
れ
た
筈
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
へ
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
基
経
は
強
い
不
満
の
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
基
経
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
経
は
「
正
論
」
を
通
し
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
学
問
で
得
た
思
想
が
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
 
第
二
の
陽
成
天
皇
廃
位
に
つ
い
て
は
、
基
経
の
最
も
非
難
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
天
皇
と
し
て
の
自
覚
が
欠
け
る
と
思
え
る
人
物
を
、
い
く
ら
身
内
だ
か
ら
と
い
っ
て
容
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
基
経
ら
し
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
一
般
に
藤
原
氏
を
み
る
場
合
、
冬
嗣
・
良
房
の
如
く
、
一
家
の
発
展
の
み
を
図
る
意
志
が
あ
れ
ば
、
陽
成
天
皇
を
廃
位
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
天
皇
と
し
て
お
い
て
も
差
し
支
え
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
口
実
と
し
て
自
ら
の
専
制
体
制
を
正
当
化
し
、
そ
の
あ
と
に
、
ま
た
身
内
の
幼
帝
を
擁
立
し
、
益
々
権
勢
を
振
る
う
こ
と
も
で
き
た
筈
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
敢
え
て
避
け
た
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と
こ
ろ
に
「
正
論
」
を
貫
く
裏
付
け
と
し
て
、
彼
の
学
問
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。 
 
第
三
の
宇
多
天
皇
と
阿
衡
の
紛
議
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
基
経
は
「
阿
衡
」
の
二
字
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も
、
佐
世
の
い
ら
ざ
る
発
言
が
発
端
と
な
っ
た
が
、
却
っ
て
そ
れ
が
基
経
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
確
か
に
宇
多
天
皇
と
の
認
識
の
ず
れ
が
あ
っ
た
が
、
信
頼
関
係
に
あ
っ
た
先
帝
の
推
挙
す
る
人
物
で
、
人
主
の
器
と
し
て
申
し
分
な
い
筈
で
、
こ
の
ず
れ
な
ど
は
時
間
が
解
決
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
佐
世
が
問
題
と
し
て
発
言
し
た
以
上
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
も
行
か
ず
、
何
ら
か
の
形
で
結
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
み
る
理
由
は
、
あ
ま
り
に
も
呆
気
無
く
解
決
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
基
経
に
と
っ
て
好
運
で
あ
っ
た
の
は
、
学
者
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
菅
原
道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
元
と
な
る
諫
言
が
、
紛
議
に
結
着
を
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
一
連
の
基
経
の
姿
勢
を
み
て
、
筆
者
は
、
基
経
の
返
書
に
於
て
（
75
）
述
べ
て
い
る
所
の
○
印
を
し
た
「
微○
臣○
」
に
注
目
し
た
時
、
難
局
に
立
ち
至
っ
た
基
経
の
対
処
に
、
彼
の
人
生
観
・
世
界
観
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
関
裕
二
氏
が
、
そ
の
著
で
、
基
経
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
一
頁
あ
ま
り
（
二
九
六
～
七
頁
）
の
阿
衡
事
件
に
関
す
る
部
分
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
基
経
は
、
天
皇
家
の
外
戚
と
し
て
、
並
び
立
つ
も
の
が
な
い
ほ
ど
の
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
。
対
立
す
る
幼
帝
を
廃
し
、
自
由
に
動
か
せ
る
老
帝
を
担
ぎ
上
げ
て
い
た
。
（
中
略
）「
阿
衡
」
の
二
文
字
で
表
現
し
た
こ
と
が
基
経
の
機
嫌
を
損
ね
た
。
（
中
略
）
半
年
間
の
紛
糾
の
の
ち
、
つ
い
に
宇
多
天
皇
が
基
経
に
謝
る
こ
と
で
落
着
し
た
。（
中
略
）
利
は
基
経
に
あ
っ
た
。
宇
多
天
皇
を
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
藤
原
氏
一
族
の
一
員
と
み
て
い
る
。
筆
者
は
、
基
経
が
自
ら
を
「
微
臣
」
即
ち
天
皇
の
臣
下
で
あ
る
と
、
謙
称
で
き
た
の
は
、
相
当
深
く
学
問
に
傾
頭
し
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
皇
に
対
し
て
は
、「
人
主
の
器
」「
聖
君
」
の
姿
を
希
む
の
も
道
理
で
あ
る
。 
 
基
経
の
人
物
評
は
、
二
十
歳
代 
(
左
近
衛
少
将
時
代) 
の
頃
に
つ
い
て
『
三
代
実
録
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。 
 
 
左
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
基
経
、
少
有
二
風
骨
一
、
才
望
甚
高
。
時
論
皆 
 
 
謂
、
非
常
之
器
也
。
先
帝
重
二
其
雅
量
一
。
尤
見
二
親
寵
（
76
）
一
。
 
 
基
経
は
、「
少
に
し
て
風
骨
あ
り
、
才
望
甚
だ
高
く
、
非
常
の
器
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
先
帝 
(
文
徳
天
皇) 
か
ら
は
特
に
親
寵
さ
れ
た
」
と
い
う
。
少
に
し
て
と
は
十
代
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
藤
原
基
経
の
良
房
猶
子
の
時
期
に
つ
い
て
」(
『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
第
十
四
号
所
収) 
に
於
て
述
べ
た
が
、
今
こ
こ
で
、
そ
れ
を
簡
単
に
引
用
し
た
い
。 
 
文
徳
天
皇
の
御
父 
仁
明
天
皇
は
、
基
経
の
器
量
を
高
く
評
価
さ
れ
て
お
ら
れ
た
事
が
、
『
大
鏡
』
に
、
「
昭
宣
公
幼
童
時
求
出
作
爪
事
（
77
）
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
笙
の
名
手
と
し
て
『
花
鳥
余
情
』
、『
続
教
訓
抄
』
や
『
体
源
抄
』
等
に
も
記
録
が
残
さ
れ
て
（
78
）
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
幼
童
時
」
の
こ
と
と
し
て
、
特
に
器
楽 
(
笙
の
吹
奏) 
に
す
ぐ
れ
た
才
能
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
天
皇
か
ら
親
寵
さ
れ
た
り
、
良
房
に
認
め
ら
れ
て
猶
子
に
さ
れ
る
等
の
こ
と
は
、
単
に
器
楽
に
素
質
が
あ
る
と
い
う
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だ
け
で
は
な
く
、
身
体
強
健
、
頭
脳
明
晰
で
、
行
動
も
敏
捷
で
あ
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 
 
長
じ
て
は
学
問
を
好
み
、
積
極
的
に
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
く
態
度
が
培
わ
れ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
。
坂
本
太
郎
氏
は
「
藤
原
良
房
と
基
経
」
に
於
て
、
基
経
の
学
問
に
つ
い
て
強
調
し
た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
し
て
「
基
経
と
学
問
」
と
い
う
一
項
を
設
け
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
先
ず
『
日
本
紀
』
講
書
に
於
て
、
自
ら
が
積
極
的
に
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
公
卿
を
も
参
加
せ
し
め
、
質
疑
応
答
は
勿
論
、
竟
宴
和
歌
ま
で
全
う
す
る
こ
と
。
ま
た
、
朝
廷
の
大
事
に
際
し
て
と
る
べ
き
措
置
と
し
て
、
い
ち
い
ち
学
者
の
意
見
に
従
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
満
足
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
79
）
。 
 
現
在
で
は
学
問
の
神
様
と
称
さ
れ
て
い
る
菅
原
道
真
の
基
経
へ
の
諫
言
が
「
阿
衡
」
の
紛
議
の
解
決
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
先
に
筆
者
が
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 
 
基
経
が
学
問
を
通
じ
て
得
た
も
の
は
、「
正
論
を
貫
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
正
論
」
の
三
要
件
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
七
月
十
六
日 
(
火) 
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
ビ
で
知
恵
泉
「
菅
原
道
真
」
で
、
所
功
氏
が
「
知
・
仁
・
勇
」
で
あ
る
と
説
明
（
80
）
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
知
識
・
仁
愛
は
当
然
で
あ
っ
て
も
勇
気
が
な
け
れ
ば
「
正
論
」
と
は
言
え
な
い
。
基
経
は
、「
微
臣
」
と
し
て
天
皇
に
反
省
を
求
め
た
勇
気
と
同
時
に
、
自
ら
も
菅
原
道
真
の
勇
気
あ
る
諫
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 
 
基
経
は
、
自
ら
を
「
微
臣
」
と
み
て
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、「
社
稷
の
臣
、
基
経
」
と
し
て
の
政
治
姿
勢
を
貫
い
た
と
み
た
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
。 
 
凡
例 
 
○
古
典
大
系 
← 
日
本
古
典
文
学
大
系 
 
○
青
山
短
大
紀
要 
← 
大
阪
青
山
短
期
大
学
研
究
紀
要 
 
 
註 
(
1)
『
文
徳
実
録
』
斎
衡
元
年
十
月 
壬
戌
条
、
及
び
『
公
卿
補
佐
』
第
一 
 
 
 
 
篇
、
清
和
天
皇 
貞
観
六
年
条
、
但
し
生
年
に
つ
い
て
は
『
尊
卑
分
脉
』 
 
 
に
「
承
和
二
年
」
と
あ
る
。 
(
2) 
坂
本
太
郎
氏
「
藤
原
良
房
と
基
経
」(
日
本
歴
史
学
会
編
『
歴
史
と
人 
 
 
物
』
所
収) 
一
六
九
頁
。
な
お
本
論
文
は
、
同
氏
著
『
古
典
と
歴
史
』 
 
 
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。 
(
3) 
米
田
雄
介
氏
「
藤
原
良
房
の
猶
子
基
経
」(
亀
田
隆
之
先
生
還
暦
記
念 
 
 
会
編
『
律
令
制
社
会
の
成
立
と
展
開
』
所
収) 
三
四
六
頁 
(
4)
『
文
徳
実
録
』
斎
衡
三
年
七
月 
癸
卯
条 
(
5)
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
四
年
九
月
二
日 
己
巳
条 
(
6) 
米
田
雄
介
氏 
前
掲
論
文 
註 
(
３) 
(
7) 
同
右 
三
四
七
～
八
頁 
(
8) 
同
右 
註 
(
７) 
(
9) 
栗
原
弘
氏
「
藤
原
良
房
・
基
経
の
養
子
関
係
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」 
 
 
(
『
古
代
文
化
』
四
三
―
一
二
所
収) 
一
二
頁 
(
10)
『
大
鏡
』(
古
典
大
系) 
第
二
巻
裏
書
・
昭
宣
公
事
条 
三
一
五
頁 
(
11)
『
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
十
二
月
八
日 
己
卯
条
に 
 
 
 
 
天
皇
降
二
手
勅
一
、
進
二
参
議
正
四
位
下
行
左
近
衛
中
将
兼
伊
予 
 
 
 
 
守
藤
原
朝
臣
基
経
階
一
加
二
従
三
位
一
。
任
二
中
納
言
一
。 
 
 
と
あ
り
、
基
経
は
清
和
天
皇
御
自
筆
の
勅
を
賜
わ
っ
て
中
納
言
に
任 
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ぜ
ら
れ
た
。 
(
12)
『
尊
卑
分
脉
』
第
一
篇 
三
六
～
四
四
頁 
(
13)
『
公
卿
補
任
』
第
一
篇 
嵯
峨
天
皇 
弘
仁
二
年
条
に 
 
 
 
 
 
藤
冬
嗣 
 
 
 
 
 
（
弘
仁
元
年
）
三
月
十
補
蔵
人
頭 
(
是
頭
始
也) (
巨
勢) 
野
足 
 
 
 
 
 
同
補
之
、 
 
 
と
あ
る
。 
(
14) 
同
右
に
「
大
同
元
（
中
略
）
任
春
宮
大
進
、
二
正
廿
三
春
宮
亮
」
と 
 
 
あ
る
。 
(
15) 
但
し
、
弘
仁
十
四
年
五
月
、
藤
原
道
雄
は
参
議
に
就
任
し
て
い
る
が
、 
 
 
 
 
同
九
月
に
卒
し
て
い
る
。
ま
た
天
長
三
年
三
月
、
即
ち
冬
嗣
が
薨
じ 
 
 
 
 
る
四
ヶ
月
半
ほ
ど
前
に
藤
原
愛
発
が
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、 
 
 
い
ず
れ
も
冬
嗣
の
政
治
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
段
階
に
至
り
得
な
か 
 
 
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
(
16)
『
文
徳
実
録
』
斎
衡
三
年
六
月 
丙
申
条
、
潔
姫
薨
伝
に 
 
 
 
 
潔
姫
者 
嵯
峨
太
上
天
皇
之
女
也
。
母
当
麻
氏
。 
天
皇
選
レ
聟 
 
 
 
 
未
レ
得
二
其
人
一
。
太
政
大
臣
正
一
位
藤
原
朝
臣
良
房
弱
冠
之
時
、 
 
 
 
 
天
皇
悦
二
其
風
操
超
一レ
倫
、
殊
勅
嫁
レ
之
。 
 
 
と
あ
る
。
潔
姫
・
良
房
の
婚
姻
は
、
冬
嗣
の
計
略
の
み
で
は
な
く
、 
 
 
良
房
自
身
の
風
操
が
倫
を
超
え
て
い
る
の
を
嵯
峨
天
皇
も
悦
ば
れ
た 
 
 
こ
と
に
も
よ
る
。 
(
17)
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
四
月 
壬
寅
条 
(
18)
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
九
月
廿
八
日 
辛
丑
条
に 
 
 
 
 
是
日
太
皇
大
后
崩
。
太
皇
大
后
、
姓
藤
原
氏
、
諱
順
子
。
贈
太 
 
 
 
 
政
大
臣
正
一
位
冬
嗣
朝
臣
之
女
也
。（
中
略
）
仁
明
天
皇
儲
弐
之 
 
 
 
 
日
、
聘
以
レ
宮
。 
 
 
と
あ
る
。 
(
19)
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
四
月 
辛
巳
条 
(
20) 
中
納
言
四
人
例
は
、
(一 )
冬
嗣
…
弘
仁
九
年
、
(二 )
三
守
…
弘
仁
十
二
年
、 
 
 
(三 )
愛
発
・
吉
野
…
天
長
九
年
、
(四 )
良
房
…
承
和
二
年
、
(五 )
橘
氏
公
… 
 
 
承
和
五
年
で
あ
る
。
以
後
ま
だ
こ
の
例
を
み
る
が
、
一
応
良
房
の
時 
 
 
代
ま
で
を
掲
げ
た
。 
(
21) 
瀧
浪
貞
子
氏
「
陽
成
天
皇
廃
位
の
真
相 
―
摂
政
と
上
皇
・
国
母
― 
」 
 
 
 
(
朧
谷
壽
・
山
中
章
編
『
平
安
京
と
そ
の
時
代
』
所
収) 
五
七
頁
～ 
(
22)
『
三
代
実
録
』
陽
成
天
皇 
元
慶
八
年
二
月
四
日 
乙
未
条 
(
23) 
同
右 
貞
観
十
八
年
十
一
月
廿
九
日 
壬
寅
条 
(
24) 
角
田
文
衛
氏
「
陽
成
天
皇
の
退
位
」(
『
王
朝
の
映
像
』
所
収) 
一
七 
 
 
 
八
～
一
七
九
頁
。
但
し
、
角
田
氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
「
陽
成
天 
 
 
 
皇
の
退
位
に
つ
い
て
上
・
下
」
を
『
日
本
歴
史
』
九
・
十
月
号 
(
第 
 
 
 
二
四
三
・
二
四
四
号) 
に
連
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
昭
和
四
十
五
年 
 
 
 
 
 
に
『
王
朝
の
映
像
』
に
「
陽
成
天
皇
の
退
位
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ 
 
 
 
 
 
た
。 
(
25) 
拙
稿
「
藤
原
基
経
の
天
皇
廃
位
に
つ
い
て
」(
『
青
山
短
大
紀
要
』
第 
 
 
 
四
号
所
収) 
二
～
三
頁 
(
26)
『
三
代
実
録
』
清
和
天
皇 
貞
観
十
八
年
十
一
月
廿
九
日 
壬
寅
条 
(
27) 
瀧
浪
貞
子
氏 
前
掲
論
文 
六
二
頁 
(
28)
『
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
五
月
八
日 
丁
酉
条 
(
29) 
同
右 
元
慶
三
年
十
月
廿
四
日 
庚
辰
条 
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(
30) 
同
右 
元
慶
四
年
十
二
月
四
日 
癸
未
条 
(
31) 
同
右 
元
慶
四
年
十
二
月
十
五
日 
甲
午
条 
(
32) 
瀧
浪
貞
子
氏 
前
掲
論
文 
六
四
頁 
(
33)
『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
二
月
九
日 
丁
亥
条 
(
34) 
同
右 
元
慶
五
年
二
月
廿
一
日 
己
亥
条
、
四
月
廿
五
日 
壬
寅
条 
(
35) 
同
右 
元
慶
六
年
正
月
二
日 
乙
巳
条 
(
36) 
同
右 
元
慶
六
年
正
月
廿
五
日 
戊
辰
条 
(
37) 
瀧
浪
貞
子
氏 
前
掲
論
文 
六
三
頁
～ 
(
38)
『
三
代
実
録
』 
元
慶
七
年
十
一
月
十
日 
癸
酉
条
、
十
三
日 
丙
子 
 
 
 
条
、
十
六
日 
己
卯
条 
(
39) 
同
右 
元
慶
六
年
二
月
廿
八
日 
辛
丑
条 
(
40) 
瀧
浪
貞
子
氏 
前
掲
論
文 
六
九
～
七
〇
頁 
(
41)
『
扶
桑
略
記
』
第
廿
一 
元
慶
八
年
九
月
廿
日
条 
(
42)
『
三
代
実
録
』
光
孝
天
皇
即
位
記 
(
43) 
河
内
祥
輔
氏 
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』
「
第
六 
 
 
光
孝
擁
立
問
題
の
視
角
」 
(
44)
『
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
二
月
五
日 
丙
申
条 
(
45) 
同
右 
元
慶
八
年
四
月
十
三
日 
癸
卯
条 
及
び
同
六
月
二
日 
辛
卯 
 
 
 
条 
(
46) 
同
右 
元
慶
八
年
六
月
五
日 
甲
午
条 
(
47) 
同
右 
仁
和
三
年
八
月
廿
五
日 
丙
寅
条 
(
48) 
同
右 
仁
和
三
年
八
月
廿
六
日 
丁
卯
条 
及
び
『
日
本
紀
略
』
仁
和 
 
 
 
三
年
八
月
廿
六
日 
丁
卯
条 
(
49) 
菅
原
道
真
「
奉
昭
宣
公
書
」(
『
政
事
要
略
』
巻
卅) 
に 
 
 
 
 
 
先
皇
欲
下
立
二
今
上
一
為
中
太
子
上
者
数
、
而
大
府
不
レ
務
二
奉
行
一
。 
 
 
と
あ
る
。 
(
50)
「
宇
多
天
皇
御
記
」(
「
寛
平
御
記
」
と
も
い
う) (
『
政
事
要
略
』
巻 
 
 
 
 
 
卅) 
に 
 
 
 
 
御
日
記
云
。(
中
略) 
仁
和
四
年
六
月
二
日 
(
中
略) 
先
日
先
帝 
 
 
 
 
左
執
二
愚
之
手
一
、
右
執
二
相
国
之
手
一
、
託
曰
。
我
日
衰
耗
、
不 
 
 
 
 
レ
知
二
是
拠
二
何
事
一
、
此
人
必
如
二
卿󠄁
子
一
為
二
輔
弼
一
耳
。
於
 
 
 
 
 
レ
是
帝
崩
。
（
中
略
）
答
曰
、
謹
奉
二
命
旨
一
必
能
奉
。
 
 
 
と
あ
る
。 
(
51)
『
日
本
紀
略
』
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日 
丙
戌
条 
(
52) 
同
右 
仁
和
三
年
十
一
月
廿
一
日 
庚
寅
条
、
但
し 
( 
 
) 
内
は
、『
政 
 
 
 
事
要
略
』
巻
卅
「
賜
下
摂
政〔基
太経〕
政
大
臣
関
二
白
萬
機
一
詔
上
」
条
に
よ 
 
 
 
っ
て
補
う
。 
(
53)
『
日
本
紀
略
』
仁
和
三
年
閏
十
一
月
廿
七
日 
丙
寅
条 
(
54)
『
北
山
抄
』
巻
第
十
裏
書 
阿
衡
事
条
に 
 
 
 
 
寛
平
之
初
、
昭
宣
公
関
白
詔
、
広
相
作
之
。
阿
衡
任
為
公
之
任
云
々
。 
 
 
 
 
 
 
 
佐
世
申
云
、
阿
衡
無
典
職
、
不
可
関
白
宮
中
庶
務
仍
持
参
官
奏
不 
 
 
 
 
覧
之
。 
 
 
と
あ
る
。 
(
55)
『
大
鏡
』
第
二
巻
「
太
政
大
臣
基
経
昭
宣
公
」
条
に 
 
 
 
 
「
い
か
が
は
、
ち
か
き
皇
胤
を
た
づ
ね
ば
、
融
ら
も
は
べ
る
は
」 
 
 
 
 
 
 
 
と
い
ひ
い
で
た
ま
へ
る
を
、
こ
の
お
と
ど
昭
宣
公
こ
そ
「
皇
胤
な
れ
ど
、 
 
 
 
 
 
 
 
姓
給
て
た
だ
人
に
て
つ
か
へ
て
、
位
に
つ
き
た
る
例
や
あ
る
」
と 
 
 
 
 
 
 
 
申
い
で
給
へ
れ
。 
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と
あ
る
。 
(
56) 
瀧
浪
貞
子
氏
「
阿
衡
の
紛
議 
― 
上
皇
と
摂
政
・
関
白 
― 
」(
『
史 
 
 
 
窓
』
第
五
十
八
号 
所
収) 
四
六
～
五
〇
頁 
(
57) 
瀧
浪
貞
子
氏
、
同
右 
註 
(
56) 
(
58) 
『
政
事
要
略
』
巻
卅 
仁
和
四
年
六
月
二
日
詔
事
、
及
び
『
扶
桑
略
記
』 
 
 
仁
和
四
年
六
月
二
日
条
。
『
日
本
紀
略
』
に
は
「
六
月
六
日
」
と
な 
 
 
っ
て
い
る
。 
(
59)
「
御
日
記
」(
『
政
事
要
略
』
所
収) 
仁
和
四
年
十
一
月
三
日
条 
(
60) 
同
右 
仁
和
四
年
六
月
五
日
条 
(
61)
『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
年
十
月
十
三
日 
丁
丑
条
。
な
お
、
勘
申
の
内 
 
 
容
は
『
政
事
要
略
』
所
収
、
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
の
「
勘
二
申
左
大 
 
 
弁
正
四
位
下
橘
朝
臣
広
相
犯
罪
一
事
」
に
見
え
る
。 
(
62)
『
政
事
要
略
』
同
右 
「
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
」
勘
申
の
付
記 
(
63)
「
御
日
記
」
仁
和
四
年
十
月
廿
七
日
条 
(
64)
『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
年
十
月
六
日
条 
及
び
九
日 
癸
酉
条 
(
65)
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
文
中
に
「
去
十
月
、
大
臣
命
二
明
法
博
士
一
云
…
」 
 
 
と
見
え
る
。 
(
66)
『
菅
家
文
草
』
巻
第
三 
(
古
典
大
系)
一
八
四
番
、
二
四
八
頁 
(
67) 
同
右 
一
八
六
番
、
二
四
九
頁 
(
68)
『
北
山
抄
』
巻
第
十
、
註 
(
54)
の
後
に
見
え
る
。 
(
69)
「
御
日
記
」(
『
政
事
要
略
』
所
収) 
仁
和
四
年
十
月
廿
七
日
条
に 
 
 
 
 
 
朕
博
士
月
来
蒙
二
寃
屈
一
、
隠
居
不
レ
仕
。
朕
傷
レ
之
日
深
。 
 
 
 
と
あ
る
。 
(
70) 
弥
永
貞
三
氏
「
菅
原
道
真
の
前
半
生
」(
『
日
本
人
物
史
大
系
』
第
一 
 
 
 
巻
所
収) 
朝
倉
書
店 
一
八
六
～
一
八
八
頁 
 
 
 
な
お
、
讃
岐
・
京
都
間
の
行
程
日
数
に
つ
い
て
、
氏
は
、
「
延
喜
兵 
 
 
 
部
式
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
「
延
喜
主
計
式
」
が
正
し
い
。 
(
71) 
菅
原
道
真
「
奉
昭
宣
公
書
」(
『
政
事
要
略
』
巻
卅
所
収) 
(
72) 
同
右
。
本
書
に
は
、
基
経
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
は
約
十
ヶ
所
に
見 
 
 
 
 
え
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
厳
し
い
と
み
ら
れ
る
箇
所
を
次
に
掲
げ 
 
 
 
 
る
。 
 
 
① 
若
起
二
于
広
相
一
留
為
二
流
例
一
、
後
之
作
レ
文
者
、
未
三
必
免
二
罪 
 
 
 
 
科
一
。
 
 
 
② 
如
レ
是
則
世
之
特
好
二
文
章
一
者
、
争
避
二
網
羅
一
、
争
避
二
網
羅
一
、 
 
 
 
 
則
无
二
家
学
之
人
一
、
无
二
家
学
之
人
一
、
則
文
章
自
レ
慈
而
廃
矣
。 
(
73)
『
日
本
紀
略
』
寛
平
三
年
正
月
十
三
日 
癸
亥
条 
(
74) 
同
右 
寛
平
二
年
五
月
十
六
日 
辛
丑
条 
(
75) 
註 
(
63) 
(
76)
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
二
月
十
八
日 
壬
午
条 
(
77)
『
大
鏡
』(
古
典
大
系) 
第
五
巻
裏
書
・
昭
宣
公
幼
童
時
求
出
作
爪
事 
 
 
条 
三
九
四
～
五
頁 
(
78) 
○
一
条
兼
良
『
花
鳥
餘
情
』(
『
国
文
註
釈
全
書
』
三 
所
収) 
十
九 
 
 
 
 
 
若
菜
上
に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御
記
、
延
喜
五
年
正
月
廿
二
日
、
召
保
忠
令
吹
笙
、
曲
調
頗 
 
 
 
 
 
 
堪
聴
、
因
賜
橘
皮
笙
、
是
故
太
政
大
臣
昭
宣
公
弱
冠
時
、
承 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和
天
皇
為
令
学
習
所
給
也
。
寛
平
中
以
其
名
物
令
献
之 
 
 
 
 
 
と
あ
る
。
弱
冠
と
は
通
常
二
十
歳
を
い
う
が
、
こ
れ
は
仁
明
天
皇 
 
 
 
 
時
代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
基
経
の
十
四
歳
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。 
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○
狛
朝
葛
『
続
教
訓
鈔
』(
『
日
本
古
典
全
集
』
六
期 
所
収) 
十
一 
 
 
 
上
吹
物
に 
 
 
 
 
 
今
我
朝
ニ
ハ
、
堀
川
関
白
昭
宣
公
也
ヲ
モ
テ
、
笙
祖
ト
シ
タ
テ
マ
ツ 
 
 
 
 
 
リ
、
其
弟
子
八
條
大
将
保
忠 (
下
略) 
 
 
○
同
書 
古
昔
吹
笙
名
人
に 
 
 
 
 
 
昭
宣
公
藤
原
基
経
（
下
略
） 
 
 
 
と
あ
る
。 
 
 
○
豊
原
統
秋
『
体
源
抄
』(
『
日
本
古
典
全
集
』
四
期 
所
収) 
古
来
以 
 
 
 
レ
笙
得
レ
名
輩
事
に 
 
 
 
 
 
 
我
朝 
 
 
 
 
 
昭
宣
公
基
経 
 
 
関
白
良
房
男
八
條
大
将
保
忠 
 
 
 
左
大
臣
時
平
男
（
下
略
） 
 
 
 
と
も
み
え
る
。 
(
79) 
坂
本
太
郎
氏 
前
掲
論
文 
註 
(
2) 
一
七
八
～
一
八
七
頁 
(
80) 
令
和
元
年
七
月
十
六
日 
(
火) 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
ビ
、
知
恵
泉
「
菅 
 
 
 
原
道
真
」
に
於
け
る
所
功
氏
の
説
。 
 
 
 
余
計
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
画
面
に
「
政
事
要
略
」
を
誤
っ
て
「
政 
 
 
 
治
要
略
」
と
表
記
し
て
い
た
。 
(
令
和
二
年
七
月
二
十
三
日) 
 
